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硫黄を金属に変える

　身の回りにはいろいろな空間が存在し
ます。私は、髪の毛の１万分の１以下の
極めて小さなナノ空間で起こる不思議な
現象を研究しています。想像を超えた現
象が起きる空間を「超空間」と呼んでい
ますが、最近よく話題に上るカーボンナ
ノチューブ（CNT）内の空間も、直径１
ナノ（ナノは10億分の１）メートルほど
の「超空間」であることを発見したのです。
　硫黄は通常は電気を流さない絶縁体で
す。しかし、硫黄原子をCNT内に入れ、
チェーン状に並んだ構造を作ると、驚い
たことに金属と同じように電気を流すよ
うになります。初めて発見した時は、何
かの間違いかと思いました。CNT内は
極小空間なので、硫黄が通常とは違う構
造に変化するのです。これを導電材とし
て使えるようになれば、幅広い分野への
応用が可能で、企業とすでに研究を進め
ているところです。
　さきがけ研究では、CNT内の原子を
さらに自在に操れるように、原子の並び
方を光で制御する方法を研究していま
す。うまく制御できれば、硫黄を金属に
も半導体にも変えることができるはずで
す。領域会議には「超空間」という大き
なテーマのもと、さまざまな分野の研究

者が集まるので、新たな発想が生まれ、
研究への刺激になっています。

失敗を面白がる

　４年前に信州大学「エキゾチック・ナ
ノカーボンの創成と応用プロジェクト拠
点」に移りました。誰も知らない材料を
作ることが面白いと思ったのはそのころ
からです。学生時代には研究者になろう
なんて考えていませんでした。やりたい
ことを追究していたら、いつの間にか今
の研究に夢中になっていたのです。いち
ばん楽しいのは、失敗したときです。成
功させるためのプロセスをあれこれと考
えるのが面白いからです。
　千葉から信州に移って、スノーボード
と茶道を始めました。特に茶道にはすっ
かりはまっています。外国人研究者に頼
まれて稽古に付き添ったのがきっかけで
すが、自分が楽しくなって入門してしま
いました。無心にお茶をたてていると、
日常から解放された気分になります。伝
統を大切にする茶道は、常に新しいこと
を考えていく日々の研究とは別世界で、
そのギャップを楽しんでいます。稽古の
翌日は研究もはかどりますよ。先日、初
めてお点前を披露したのですが、大勢の
マダムに囲まれて珍しがられ、学会発表
よりもずっと緊張しました。

すべての物質を金属に！

　CNT内の「超空間」と光を制御する
ことで、最終的には硫黄だけでなく周期
表にある非金属の物質すべてを金属に変
えたいと思っています。窒素のような安
定分子は、分子と分子の間をつなげる技
術が必要で、それをどうするかが次の
チャレンジですね。実現できれば、あり
ふれた元素からレアメタルの代替品を
作ったり、有害物質をCNTに閉じ込め
たりと、さまざまな可能性が開けます。

「すべての物質を金属に！」をモットー
に、これからも挑戦し続けます。
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「超空間」を応用す
る新たな“錬金術”
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電子顕微鏡の写真をもとに作成したモデル図。緑
色と黄色の部分がカーボンナノチューブで赤い
部分が硫黄原子。中心に連なっているのが硫黄原
子のチェーンだ。これまでの研究から、このチェー
ンが金属になっていることがわかっている。

●藤森さんの詳しい研究内容を知りたい方はこちらへ
http://www.jst.go.jp/kisoken/presto/project/107space/
107Fujimori.html
http://www.shinshu-u.ac.jp/project/encs/team/kaneko/
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